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各作物の生育・作業の遅速（幕別町８月１日）  

( )内は平年値(※春まき小麦は暫定) 

 

畑 作 
薬剤使用にあたっては、各部会や販売先等の基準に従ってください。 
薬量および倍率は基準内に抑え、薬害やドリフトには十分注意してください。  

＜小 麦＞ 
「きたほなみ」の収穫作業は平年より早く終了しました。「はるきらり」も収穫

が終わっています。収穫後のほ場管理を適切に行ないましょう。 

１ 収穫後のほ場管理（内容は 7/19 付技術情報参照） 

（１）麦稈の処理  

（２）多年生雑草対策  

（３）収穫跡地の後作緑肥作付  

 

作物名 
遅速 

日数 
生育および作業状況  生育期節 

秋まき小麦  ―  
収穫始 7/18（ 7/25）収穫期 7/22（ 7/28） 

収穫終  7/25 (8/2)  
 

春まき小麦 

（はるきらり）  
―  

収穫始 7/28 (8/6) 収穫期 8/1 (8/10) 

収穫終 8/2 (8/14) 
成熟期 7/23 (8/2) 

馬鈴しょ 早４ 茎長 66.7 (74.9)㎝ 茎数 3.4 (3.8)本 /株 茎葉黄変期 8/  (8/9) 

大  豆 早 10 
茎長 81.1 (73.0)㎝ 葉数  8.9 (9.2)枚 
着莢数  338.8 (0)個 /㎡  

 

小  豆 早 11 
茎長 67.5 (27.0)㎝  葉数  12.0 (8.9)枚 
着莢数  141.6 (0)個 /㎡  

開花始 7/15（ 7/26） 

開花期 7/18（ 7/29） 

菜豆（金時）  早 10 
茎長  43.9 (54.6)㎝   葉数  4.3 (4.1)枚 
着莢数  163.1 (104.9)個 /㎡ 

 

てん菜（移植）  早４ 
草丈  70.2 (65.9)㎝   葉数  26.9 (26.1)枚 
根周  32.5 (29.8)㎝ 

 

てん菜（直播）  早７ 
草丈  56.5 (54.1)㎝   葉数  20.5 (19.5)枚 
根周  24.2 (20.7)㎝ 

 

牧草 (２番草 ) 早４ 草丈  70.0(60.2)㎝    

飼料 用と うも ろこ し 早 10 草丈  307.9(265.4)cm 出葉数  17.4(16.6)枚 
雄穂抽出期 7/19(7/27) 
絹糸抽出期 7/20(7/30) 

なが いも (マルチ ) 早 10 
種子重  35.5(47.2)g 茎葉重 436.3(261.5)g 
いも長  42.2(35.2)㎝いも重 154(93.6)g 
いも径  32.2(29.6)mm  

 

たまねぎ 早 13 球径 7.11(6.13)cm 収穫始 8/1(8/18) 倒伏期 7/26(8/8) 

農 業 技 術 情 報 
 

令和５年８月３日  

ゆとりみらい２１推進協議会指導部会  

十勝普及センター十勝東部支所    015-572-3128 

ＪＡ幕別町            0155- 54-4118 

ＪＡさつない                               56-2131 

ＪＡ帯広大正                   64-4591 

日甜幕別原料事務所                    54-2756 

幕別町農林課                    54-6605 
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＜てん菜＞ 
高温に加え降雨もあったため、褐斑病や葉腐病・根腐病の発生しやすい環境と

なっています。ヨトウガの食害も引き続き見られています。ほ場を良く観察し病

害虫の発生に応じた適期防除に努めてください。  

茎葉が繁茂しているため、防除水量は 120ℓ/10a とします。 

１ 褐斑病の防除  

ほ場の発病状況を確認し発生初期には遅れずに防除しましょう。  

表１  褐斑病防除例 

防除  
時期  

農薬名  
RAC
コード 

薬剤  
特性  

使用濃度 
（倍） 

使用時期 
(収穫前) 

回数  
(以内 ) 

葉腐病  
（登録） 

８月 
上旬 

 グットクル水和剤 
３ 

M３ 
予治  500 21 日  ２回 ○ 

※マンゼブ（RAC コード：M３）を含む剤の総使用回数は５回まで 

２ ヨトウガの防除  

ヨトウガは幼虫が大きくなるにつれて薬剤の効果が低減しますので、食害を確認した

ら速やかに防除しましょう。  

表２  害虫防除例 

防除  
時期  

対象
害虫  

農薬名  
RAC
コード 

使用濃度  
（倍） 

使用時期 
(収穫前) 

回数  
(以内 ) 

８月上旬 ヨトウガ カスケード乳剤  １５ 4,000 ７日  ４回 

  ※カスケード乳剤は、ハダニ・アシグロハモグリバエ・シロオビノメイガにも効果があります。  

３ 葉腐病（根腐病）の防除  

葉腐病は高温多湿条件で多発します。連作畑や根腐病発生ほ場では発生のリスクが

高まるので注意してください。防除する際は８月中旬に以下を参考に行ってください。 

表３  葉腐病の防除薬剤例  

防除

時期  
農   薬   名  

RAC
コード 

使用濃度（倍） 
使用時期  
（収穫前） 

使用回数  
（以内） 

８月

中旬 
モンカットフロアブル 40 ７ 1,000 14 日  ４回  

８月

中旬 
リンバー顆粒水和剤  ７ 4,000 ７日  ３回  

 

 

＜馬鈴しょ＞ 
高温が続いた影響で茎葉黄変が早まるほ場が見られています。また、夏疫病や菌核

病等もそろそろ発生しますので、できるだけ茎葉を保持するため防除に努めてください。

今後、早生品種は茎葉枯凋が進んでいく時期なので、塊茎の肥大状況を確認し茎葉処

理の準備をしましょう。  

 

１ 疫病の防除  

現在発生は多くはありませんが、今後も計画的に収穫までの日数を考慮して薬剤を選

択し、防除を実施してください。＊薬剤は 7/19 付技術情報参照  

 

２ 軟腐病の防除  
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軟腐病が発生しています。強風や機械作業等で傷んだ茎葉の傷口から感染しやす

いので薬剤防除を実施しましょう。また、生育量に応じて散布水量を調節しまし

ょう。  

表４  軟腐病の防除薬剤例   

農薬名  RAC コード  
使用濃度 

（倍）  

使用時期 

(収穫前 ) 

回数  

（以内） 

効果の

発現  

銅ストマイ水和剤 ２５，Ｍ１ 600～ 800 ７日  ５回  予治  

カスミンボルドー ２４，Ｍ１ 500～ 800 ７日  ３回  予治  
 

※ローテーション防除の実施に努めましょう 
※ストレプトマイシンを含む剤の使用回数は合計５回まで  

※カスガマイシンを含む剤の使用回数は合計３回まで 

 

３ アブラムシ類・オオニジュウヤホシテントウの防除  

まだ収穫まで間がある中晩生種を中心に、害虫の発生状況に応じて防除を実施してくださ

い。＊薬剤の使用例は「６月１９日付技術情報」を参照  

 

４ 茎葉処理  

(1) 薬剤処理による方法  

茎葉枯凋剤の散布は塊茎が目標の大きさに達した時期に晴天無風の日を選んで

散布してください。 

表 ５  茎 葉 枯 凋処理剤  

農 薬 名  使用量(mℓ /10a) 水量(ℓ /10a) 使 用 時 期  使用回数(以内) 

デ シ カ ン 乳 剤  2 5 0～ 4 5 0  1 0 0  茎葉黄変始～収穫３日前まで ２ 回  

※ 接 触 剤 の た め 茎 葉 に ま ん べ ん な く 薬 剤 を 付 着 さ せ る 。  
※ 茎 葉 黄 変 期 前 に 使 用 し た 場 合 、 枯 凋 が 不 完 全 に な る 場 合 が あ る 。  
※ 処 理 後 ２ ～ ３ 時 間 以 内 に 降 雨 が 予 想 さ れ る 場 合 に は 、 使 用 を 避 け る 。  
※ 生 理 的 ス ト レ ス に よ り 維 管 束 褐 変 を 生 じ や す い の で 、 土 壌 が 極 端 に 乾 燥 し て

い る と き は 使 用 を 避 け る 。  
※ 散 布 の 際 に は ド リ フ ト を 起 こ さ な い よ う に 注 意 。  

(2) リーフチョッパーによる方法  

 リーフチョッパーを使用する場合は以下の事に注意してください。 

・茎葉処理作業は茎葉黄変期後の好天時に作業する。 

・塊茎の損傷や緑化防止のため、刈取り高さは培土を崩さないよう地表から余裕を

もたせて処理する。 

・後部に石れきが飛散しやすく危険なので、周囲に人がいないことを確認後処理す

る。 

 

＜豆 類＞ 

生育は順調ですが、豆類ごとの生育状況と病害虫の発生状況に注意し、適正防除

に努めてください。 

１ 大豆菌核病の防除  

多湿条件で発病は多くなり、開花期前後に降雨が続くと多発します。開花始後 10
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～15 日目に 1 回目を実施し、２回目以降は発生条件に応じ 10 日ごとに実施しま

す。＊薬剤は 7/19 付技術情報参照  

 

２ マメシンクイガ・カメムシの防除（大豆） 

１回目防除の目安は、①成虫初発と②莢伸長始（およそ半分の株に２～３㎝の莢が認

められた日）両方が確認されたら、その６日後頃です。莢伸長始を観察し適期に防除しま

しょう。２回目防除は１回目の７～10 日後に防除します。カメムシとの同時防除が可能で

す（表８）。 

今年は豆類の生育が平年より 10 日ほど進んでいるため、現在 2 回目の防除タイミング

を迎えています。マメシンクイガ・カメムシ成虫が見られますので同時防除を行いましょう。  

 

表６  マメシンクイガ・カメムシの防除体系例 

回目  目安月日 農薬名  RAC コード 
使用濃

度 (倍 ) 

使用時期

（収穫前） 

使用回

数（以

内）  

① 7月下旬 ゲットアウトＷＤＧ ３Ａ 3,000 ７日 ３回 

② ①の 10日後 スミチオン乳剤 １Ｂ 1,000 21日 ４回 

 ※甲虫類（コガネムシ等）の食害が目立つ場合は、有機リン剤（スミチオン乳剤）を使

用しましょう。 

  ※１回目または２回目にピレスロイド系薬剤（RAC コード：３A）を散布するのが効果的

です。 

 

３ 炭そ病の防除（小豆） 

ほ場を良く観察し、発生初期から防除に努めましょう。菌核病・灰色かび病の防除時に

炭そ病にも効果のある薬剤選択で同時防除が可能です。  

表７ 小豆「炭そ病」の防除薬剤例（炭そ病単独で防除する場合） 

農  薬  名 RAC コード 使用濃度 (倍 ) 使用時期 (収穫前) 回数 (以内 ) 

トップジンＭ水和剤 １ 1,000 14 日  ４回  

※チオファネートメチルを含む他剤との総使用回数に注意。 

 

４ 菌核病、灰色かび病の防除（小豆・菜豆） 

開花後に曇雨天が続くと発病しやすくなります。ほ場の生育に合わせて、適期

防除に努めてください。  

 

表８  小豆・菜豆  菌核病、灰色かび病を中心とした防除例 

回数  薬剤名  RAC コード 
使用濃度  

（倍） 

使用時
期  

(収穫
前 ) 

使用回数 
(以内 ) 

炭そ病  

１回目 
オルフィンフロアブル※１ 

または 
ブロードワン顆粒水和剤※２ 

７ 2,000 ７日  ３回  － 

１ ,９ 1,000 14 日  ４回  ○ 

２回目 ファンタジスタ顆粒水和剤  １１ 2,000 ７日  ３回  ○ 

３回目 プライア水和剤※３ １０ ,１ 1,000 14 日  ４回  ○ 
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※１ 「オルフィンフロアブル」は炭そ病に効果がないため、炭そ病発生ほ場では「ブロードワン」を使用する

か、「トップジンＭ水和剤」との併用で対応する。 

※２ 「ブロードワン顆粒水和剤」はチオファネートメチルを含むので、トップジン M との総使用回数（4 回）に

注意。 

※３ 菜豆類は発生の多い場合に３回目検討（インゲンマメゾウムシ対策の「バイスロイド乳剤」2,000 倍と同

時散布） 

 

５ アブラムシ類・アズキノメイガ・ハダニ・カメムシの防除（小豆） 

現在、アブラムシおよびハダニ、マキバカスミカメの寄生が確認されています。

アズキノメイガ等の発生にも注意し、寄生を確認したら直ちに防除しましょう。  

薬剤の選定にあたっては、発生害虫に効果のある薬剤を選択します。  

＊薬剤は 7/19 付技術情報参照  

 

６ インゲンマメゾウムシの防除（金時、手亡） 

インゲンマメゾウムシの成虫は、７月下旬以降に出現し８月上旬～９月上旬に発生が見

られ、成熟の早い菜豆が被害を受けやすくなります。防除時期は下記を目安にして下さ

い。 

 

 

 

 

表９ インゲンマメゾウムシの防除例  
防除  
回数  

農薬名  RAC コード 
使用濃度  

(倍 ) 
使用時期  
（収穫前）  

使用回数  
（以内）  

１回目  バイスロイド乳剤  ３A 2,000 ７日  ３回  

２回目  ダントツ水溶剤  ４A 2,000 前日  ３回  

※１週間ごとに２回防除する  
※莢全体に薬剤がかかるよう、散布水量は多めとする  

 

＜収穫から保管時の注意事項＞ 

① 成熟期以降は早めに収穫する。 

② 収穫した豆は速やかに出荷し、必要以上の長期間の保管は避ける。  

は種時に余った種子は、適正に処分する。豆の一時保管場所を清掃し、餌となる豆を一年

間残さない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・金時の防除時期：莢の色が抜け、白莢が見える時期（８月中旬～）  

・手亡の防除時期：子実が大きくなり莢の色が抜け、白莢が見える時期  

（８月下旬以降） 
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野 菜 
薬剤使用にあたっては、各部会や販売先等の基準に従ってください。  
薬量および倍率は基準内に抑え、薬害やドリフトには十分注意してください。  

○軟腐病の防除  

高温が続き軟腐病の発生が懸念されます。銅剤等による薬害に注意し、必要に応じて抗

生物質系殺菌剤を使用するなどして防除を実施してください。      

※各作物の薬剤については、「令和５年度農作物病害虫防除基準」を参照。 
 
 

・茎葉を傷つける恐れがあるため、手取り除草を控える。  

・降雨後の停滞水に備えサブソイラ等で排水対策を実施する。（移植前の葉菜類） 
 
 
 
・薬害軽減のため、クレフノン 200 倍を加用し、葉面散布剤との混用避ける。  

・高温時の使用は避ける。 

・薬剤投入フィルターを外し、水を入れてから徐々に薬剤を入れる。  
 

＜たまねぎ＞ 
 (１) 倒伏期～収穫前までの防除  

灰色（貯蔵）腐敗病や細菌性病害の被害を防ぐため適期に防除を実施してください。  

表１ たまねぎ病害の防除例  

(２) 根切り作業  

根切りの目的は、変形、裂皮、皮ムケ防止や均一な枯葉、着色促進による品質の向上で

す。適期に根切りを行い、品質低下を防ぎましょう。 

○根切り時期の目安  

中生品種  倒伏揃後 10～15 日  

○「倒伏揃」…茎葉が 80～90％倒伏した時期。 

○土壌が乾燥した晴天日に行う。 

○３0℃近くの高温日で日差しの強い日は地上に露出した部分（特に球下半分）に日焼けを  

生じる恐れがあるため、作業を見合わせる。または、夕方以降に作業する。  加えて、枕地を 

手掘りして寄せる場合は、茎葉で球を覆い長期間放置しない。 

○降雨により収穫が遅れた場合は、再度根切りを行う。  

使用  
時期  

薬剤名  
RAC 
コード 

使用  
濃度 (倍 ) 

使用時期  
使用  
回数  

灰色 (貯蔵 )  

腐敗病  
軟腐
病  

８月上旬  
ベルクート水和剤  M7 1,000 収穫前日  ５回以内  ○  
コサイド３０００ M1 1,000～2,000 － －  ○ 

根切り 
直後  

ポリベリン水和剤  M7/19 750～1,000 収穫３日前  ５回以内  ○  
Z ボルドー M1 500 － －  ○ 

根
切
り
７  
 

10
日
後  

通常時  トップジン M 水和剤  １ 500～1,000 収穫前日  ５回以内  ○  

多雨時  
薬剤例  
(いずれか  

１剤 ) 

ミリオネアﾌﾛｱﾌﾞﾙ ７ 4,000～8,000 収穫前日  ４回以内  ○  
カンタス 

ドライフロアブル 
７ 1,000～1,500 収穫前日  ３回以内  ○  

パレード 20 
フロアブル 

７ 2,000～4,000 収穫前日  ３回以内  ○  

－ Z ボルドー M1 500 － －  ○ 

収穫前日  リベロ水和剤  ３ 2,000 収穫前日  ３回以内  ○  

◎薬剤防除以外の細菌性病害対策  

◎銅 剤 使 用 時 の注 意

点  

～ 
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 (３) 収穫作業  

収穫の遅れは外観品質低下の原因になります。根切り後は茎葉が枯葉し首部の仕上が

りを確認したら早めに収穫を行ってください。 
 
・肌腐れ等の障害球が混入しないよう収穫前に除去してください。  

・タッピングは首部が十分乾燥してから行ってください。 

・収穫後のコンテナは、搬出しやすい排水良好な場所で風乾してください。  

 
＜キャベツ・はくさい＞ 
(１) 害虫の防除  

コナガやアオムシが多発しているほ場が見られます。アブラムシとともに継続して防除を実

施してください。コナガは薬剤抵抗性がつきやすいため、同一系統殺虫剤の連用は避けまし

ょう。 

表２ キャベツ・はくさいの防除薬剤例  

 (２) キャベツの株腐病防除  

株腐病は、結球～収穫期の高温・多湿条件下で発生しやすくなります。結球初期から予防  

的に防除を行い、発病株は早期に抜き取りましょう。 

表３ キャベツ株腐病の防除薬剤例  

薬剤名  RAC コード 使用濃度 (倍 ) 使用時期  使用回数  注意事項  
リゾレックス水和剤  14 500～1,000 収穫７日前  ３回以内  － 

アミスター２０フロアブル 11 2,000 収穫７日前  ４回以内  黒斑病に登録あり。 

 
＜レタス＞ 

害虫ではナモグリバエ、アザミウマ、アブラムシなど、病害では軟腐病、腐敗病などが発生

しやすい時期です。適期に防除を実施してください。 

（１）害虫の防除  

表６ 害虫の防除薬剤例  

薬剤名  
RAC 
コード 

使用濃度
(倍 ) 

使用時期 使用回数 
ｱﾌﾞﾗ 

ﾑｼ類 

ｱｻﾞﾐｳﾏ

類 

ﾅﾓｸﾞﾘ 

ﾊﾞｴ 
ﾖﾄｳﾑｼ 

プレオフロアブル UN 1,000 収穫７日前 ２回以内   ○  ○  
○  

(ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ) 

アファーム乳剤 ６ 1,000～2,000 収穫３日前 ３回以内    ○  
○  

(ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ) 

グレーシア乳剤 30 2,000～3,000 収穫３日前 ２回以内   ○  ○  ○  

ダントツ水溶剤 ４A 2,000～4,000 収穫前日 ２回以内  ○  
○

(2 ,000) 

○

(2 ,000) 
 

 

薬剤名  
RAC
ｺｰﾄﾞ 

使用濃度 (倍 ) 
使用時期  
(収穫前 ) 

使用回数  
（以内） 

コナガ アオムシ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類  

エルサン乳剤  1B 1,000～1,500 

(キャベツ )  
14 日前  

(キャベツ )  
２回  

○ 
○ 

（1,000～
2,000 倍） 

○ 
（1,000～
2,000 倍） 

(はくさい)  
21 日前  

(はくさい)  
３回  

スカウトフロア
ブル 

3A 1,500～3,000 前日  ５回  ○ ○ ○ 

ディアナ SC 5 2,500～5,000 前日  ２回  ○ ○  

ファインセーブ 
フロアブル 

34 1.000～2,000 

(キャベツ )  
３日以内  

２回以内  ○ 
○ 

（1,000 倍） 
 

(はくさい)  
７日以内  

グレーシア乳剤  30 2,000～3,000 ７日前  ２回以内  ○ ○  
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＜にんじん＞ 
(１) アブラムシ類の防除  

アブラムシが発生しているほ場では、黒葉枯病や軟腐病の防除に合わせて防除してください。 

※病害の薬剤については、「令和５年度農作物病害虫防除基準または７月 19日付技術情報」を参照。 

表４ アブラムシの防除薬剤例  
薬剤名  RAC コード 使用濃度 (倍 ) 使用時期 使用回数 

ゲットアウトＷＤＧ ３A 3,000 収穫７日前 ２回以内  
アドマイヤー顆粒水和剤 ４A 10,000 収穫３日前 ２回以内  

マラソン乳剤 １B 2,000～3,000 収穫 14 日前 ４回以内  
 

(２) 追肥  

肥料切れは、根部肥大の抑制や黒葉枯病の発生を助長します。必要に応じて追肥を行

ってください。 

＜だいこん＞  

(１) 軟腐病の防除  

特には種後25日頃の防除が重要なため、遅れないように防除を実施してください。  

(２) 害虫の防除  

必要に応じて、コナガ、アブラムシ等の防除を実施してください。 

表５ 害虫の防除薬剤例  

薬剤名  RAC コード 使用濃度 (倍 ) 使用時期 使用回数 コナガ アブラムシ 

エルサン乳剤 １B 1,000～1,500 収穫 30 日前 ２回以内  ○ 
○ 

(1,000 
～2,000) 

パダン SG 水溶剤 14 1,500 収穫７日前 ３回以内  ○ ○ 
アグロスリン水和剤 ３A 1,000～2,000 収穫７日前 ５回以内  ○ ○ 

ベネビア OD 28 2,000～4,000 収穫前日 ３回以内  ○ 
○ 

(2,000) 
ディアナ SC ５ 2,500～5,000 収穫前日 ２回以内  ○  
 

＜ながいも＞ 
(１) 緑肥栽培  

来年度ながいも作付け予定ほ場で前作が秋まき小麦の場合は、小麦収穫後に緑肥のえ

ん麦野生種を栽培して地力を高め、キタネグサレセンチュウの密度低下を図ってください。  

※は種等の詳細は７月19日付け技術情報  畑作〈小麦〉(3)収穫跡地の後作緑肥作付参照  

 

 

 
 

 

～農薬の安全使用と農作業事故防止～  
★農薬散布において、「農薬の安全使用基準」を遵守し、散布の高さを低くし周辺作物への

飛散防止に努めましょう。 
★散布時は、必ず防除用マスクを身に付け、肌をしっかり覆うようにしましょう。散布が終わっ

たら肌の露出部を良く洗い、うがいをしましょう。 
★作業機の連結時での「挟まれ」事故や「機械昇降時の落下」事故に、十分注意しましょう。 
★水分と塩分をしっかりとり、熱中症に注意しましょう。 

 


